
～美ら島の未来を拓く～沖縄総合事務局

定例記者会見（ ６ 月 ） 

平成２９年６月３０日（金）１４：００～

沖縄総合事務局６階「特別会議室」

【発表事項】

1. 財政教育プログラムの開催（石垣市立伊原間中学校）

2. 平成 28 年度沖縄振興推進調査の調査結果報告

（沖縄におけるインバウンドの農林水産物・食品の消費及び農泊の実態調査） 

3. 平成２９年度「沖縄国際物流拠点活用推進事業補助金」の交付決定について

4. 第８回大保ダムまつりの開催について

5. 「沖縄における観光の推進と道路緑化シンポジウム」の開催について

6. 子ども見学デーの開催について

7. 防犯灯・防犯カメラ等緊急整備事業補助金の第 3次交付決定について

出席者 沖縄総合事務局 
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財務部長  山 田 康 博

農林水産部長  遠 藤 順 也

経済産業部 政策課長 松 本 直 樹

開発建設部長  成 瀬 英 治



平 成 ２ ９ 年 ６ 月 ３ ０ 日 

～美ら島の未来を拓く～ 

沖 縄 総 合 事 務 局 

財政教育プログラムの開催 
（石垣市立伊原間中学校） 

財政教育プログラムとは 

小・中・高校生へのニュートラルな主権者教育の一環として、日本の財政につい

て興味を持ってもらい、財政を自分達に関わる問題として捉え、自分たちの国の未

来について考え、判断できる知識を育むために、「主体的・対話的で深い学び」（ア

クティブ・ラーニング）を取り入れた授業です。 

財務省・財務局・沖縄総合事務局財務部の職員が講師として学校に赴く出張授業

スタイルで実施しており、県内では平成 28 年 12 月、琉球大学教育学部附属中学校

で初めて開催し、今回は２回目（公立校では初）となります。 

１．開催日時：平成２９年７月１２日（水）１０：４５～１２：３５ 

講  師：沖縄総合事務局財務部職員 

２．場 所：石垣市立伊原間中学校 

３．対 象：中学１年生～３年生（４０名：全校生徒） 

（平成 28 年 12 月８日 琉球大学教育学部附属中学校における授業の模様） 

今回の石垣市立伊原間中学校の財政教育プログラムでは、まず、地域の話題や身近な社会保

障の例を取り上げ、財政を含めた社会の課題に興味を持ち、「自分のこと」として考えられる

よう、説明を行います。 

次にタブレット端末等を活用して、子どもたち自ら、実際に予算編成を行い、社会や経済に

与える影響を考えながら生徒同士で議論を行います。 

最後に、国全体で異なる意見を集約していく為に、重要な参政権を学びます。このような、

一連の流れを通して、財政を題材とした主権者教育を実施することを目的しております。 

問い合わせ先 

内閣府沖縄総合事務局 

財務部財務課（担当者：嵩原、仲座） 

TEL：098-866-0091 FAX：098-860-1152 



○商品の購入理由

平成２９年６月３０日 

～美ら島の未来を拓く～ 

沖 縄 総 合 事 務 局 

平成２８年度沖縄におけるインバウンドの農林水産物・ 

食品の消費及び農泊の実態調査について 

１．調査結果の概要 

（１）農林水産物・食品の消費実態調査 

① 購入商品について

購入した商品の情報の入手先では「店頭」が最も高く、次いで「家族・友人・知人」の順とな

り、「ポータルサイト」や「フェイスブック等ＳＮＳ」等の情報よりも、実際に沖縄の農林水産

物・食品を店頭で得た情報を優先する傾向となり、商品の購入理由では、「沖縄らしい」と「おい

しい」が多くなりました。 

また、購入したかったが購入しなかった商

品については「石垣牛」、「刺身」、「果物」な

どの生鮮食品が多くを占めており、その理由

としては、「自国に持ち込めるか分からない

（検疫）」の割合が最も高く、検疫に関する

知識不足が主な購入阻害要因となるケース

が多く、他の理由では「運搬中に商品の破損

のおそれがある」、「外国語表記がない」、「長持ちしない（賞味期限が短い）」などがありました。 

一方、購入時に不便に感じた点では「Wi-Fi 環境がない」、「外国語表記がない」の割合が高く、

他の理由では、「自国に持ち込めるか分からない（検疫）」、「免税が受けられない」などの理由が

ありました。 

沖縄総合事務局では、（１）クルーズ船利用者及び農産物直売所等に来訪するインバウンド

（訪日外国人旅行客）を対象に、農林水産物・食品の消費実態や関心についてアンケート及び

ヒアリングを実施し、今後の沖縄におけるインバウンド向けの農林水産物・食品の消費拡大や

輸出の可能性についての調査を実施しました。併せて、（２）農泊の受入農家等を対象に、イ

ンバウンドの受入れについてのアンケートを実施し、農泊等に対するニーズについて取りまと

めましたので、御報告します。 
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○外食満足度 

○インバウンドを受け入れるための工夫 

○購入する際に不便な事項 また、食品購入で良かった点は「サービス

面」が最も高く、次いで「商品の評価」、「接

遇面」と接客面で高評価となりました。 

困った点・不便な点では「多言語対応」が

突出しており、「通訳のスタッフが少ない」、

「中国語や英語での説明書がない」などの意

見もありました。 

 

 ② 外食について 

外食した品目では「海鮮料理」、「麺類」、

「石垣牛料理」の割合が高く、満足度は非常

に高くなっています。 

また、外食で良かった点は「サービス面」

が最も高く、次いで「味の評価」となり、新

鮮、材料が良いなどの質への評価が高くなり

ました。一方、困った点・不便な点では、「多

言語対応」が突出して高く、「翻訳メニューのある店が少ない」、「言葉が通じなかった」などの意

見がありました。 

③ 農山漁村体験の意向 

沖縄での農山漁村体験についての意向は、約６割が農山漁村での体験をしたいと回答がありま

した。そのうち関心のある体験は「地元の食材を使った料理体験」が最も高く、次いで「農家民

宿」、「農家レストラン」となり、農山漁村体験への関心が高いことが分かりました。 

 

（２）農泊の受入れをしている農家の現状と課題 

インバウンドを受け入れている地域は、大宜味村、読谷村、名護市など複数ありますが、全体

では年間約 500 名程度の受入れでした。 

受入れの際に提供している体験では、「農業体験」や「自然体験」など日本人客と同じ体験に加

え、「農村地域の伝統文化体験」や「沖縄料理体験」などが人気となります。 

インバウンドを受け入れるにあたり困っていることは、生活習慣などのマナーについて理解し

てもらえないことやルールを守らないことなど言語、コミュニケーション面において多くあると

いうことが分かりました。 

また、インバウンドを受け入れるための工

夫としては、「施設・料理等への多言語表記」

が最も高く、タブレット等の機器の導入や簡

易な会話集の導入などの工夫が見られまし

た。 
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（３）考察 

① 農林水産物・食品の消費実態調査では、情報の入手先として、店頭が５割を越えており、購入

食品は、菓子類が４割を越え、その中でも「黒糖（加工黒糖を含む）」や「紅いも菓子」の購入が

多くなっています。このため、インバウンドに沖縄の農林水産物・食品を更に購入してもらうた

めには、ＳＮＳ等への情報発信だけではなく、農林水産物直売所等の店頭でのＰＲも極めて重要

となります。  

また、購入したかったが購入しなかった商品は、「石垣牛」や「果物」などの生鮮食品が多くあ

がっており、その理由としては、自国に持ち込めるかが分からないとの回答が多くあります。 

特にインバウンドが要望している商品ごとの検疫に関する情報や外国語表記について、まずは

各店舗における充実に取り組んでいただくとともに、行政などの関係機関においても各課題に対

応した支援策などのサポートが重要となります。 

② 農泊の実態調査では、インバウンドの受入れにおいて、言語、コミュニケーション面の課題が

あり、マナーやルールを守らない客への対応に苦慮している農家等が多く見られました。県内の

農泊を更に推進するためには、これらの課題への対応が求められており、既に多くで取り組まれ

ている料理などの多言語表記に加えて、インバウンドとのコミュニケーションを円滑にするため

の受入農家等向けの多言語通訳の研修などを行うことが重要となります。 

 

 ２．調査項目 

 （１）農林水産物・食品の消費実態調査 

  ① クルーズ船を利用したインバウンド 

    実施期間：平成２８年１２月６日～平成２９年１月３１日 

    調 査 地：那覇港クルーズターミナル、ツアーバス車内 

  ② 農林水産物直売所等に立ち寄ったインバウンド 

    実施期間：平成２８年１２月９日～平成２９年２月２日 

    調 査 地：道の駅許田、古宇利島ふれあい広場、 

第一牧志公設市場等 

  
 （２）農泊の実態調査 

     インバウンドを含めた農泊の受入れをしている農家等 

    実施期間：平成２９年１月２５日～平成２９年２月２４日 

    調 査 地：名護市、大宜味村、東村、今帰仁村、伊江村等 

 

【お問い合わせ先】 

内閣府沖縄総合事務局農林水産部 

    農村振興課農村活性化推進室 

担当者：神里、佐久川 

ＴＥＬ：０９８－８６６－１６５２ 

ＦＡＸ：０９８－８６０－１１９４ 
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13：00～16：00（開場12：30）

沖縄における
観光の推進と道路緑化
シンポジウム

花
と
緑
あ
ふ
れ
る
道
路
空
間

2017年7月4日（火曜日）
開催場所

テンブスホール
沖縄県那覇市牧志 3丁目2番10 号

共催／内閣府沖縄総合事務局、（一財）沖縄観光コンベンションビューロー
後援／沖縄県、（一財）沖縄美ら島財団、（一社）日本旅行業協会沖縄支部、（一社）日本造園建設業協会沖縄総支部、（一社）沖縄県ホテル協会

入場無料

TEL：098-879-2091（9:30～18:00）お問合せ （一社）沖縄しまたて協会

パネルディスカッション

東京都市大学環境学部特別教授 涌井　史郎
■コーディネーター

沖縄国際大学名誉教授 宮城　邦治
和歌山大学システム工学部非常勤講師 山田　和司
（一財）沖縄観光コンベンションビューロー専務理事前田　光幸
内閣府沖縄総合事務局南部国道事務所 所長 小幡　　宏

■パネリスト

基 調 講 演

「沖縄における緑と観光
　～観光先進地と比較して～（仮題）」

涌井 史郎（わくい しろう）
東京都市大学環境学部特別教授

造園家。平成15年日本国際博覧会（愛・
地球博）会場演出総合プロデューサー、
平成25年第39回全国育樹祭総合アドバ
イザーなどを歴任。
ハウステンボス、全日空ホテル等のリゾー
ト計画や多摩田園都市等の街並みづく
り、過疎中山間地域や水源地等の町おこ
しや村落の活性化対策など、都市から過
疎農山村に至るまで幅広く、都市と自然
の関わりにおける数多く作品や計画 に携
わっている。

那覇市ぶんか
テンブス館４階

コーディネーター



参加申込

団体名

フリガナ

氏　　名

フリガナ

氏　　名

フリガナ

氏　　名

フリガナ

氏　　名

フリガナ

氏　　名

フリガナ

氏　　名

フリガナ

電話番号

住　　所

平成　　　年　　　月　　　日　申込

※参加される方の氏名を下記にご記入下さい。　※申込人数が多い場合は本紙をコピーしてご利用下さい。

※定員に達し次第締め切らせて頂きます。　※本申込に関する個人情報は、本シンポジウムの運営以外に使用する事は一切ありません。

　観光立県を目指す沖縄にとって美しい道路景観は、観光客に観光リゾート地沖縄を印象づける上で極めて重要な
役割を果たしていると考えられます。
　そこで、「世界水準の観光リゾート地の形成」に向け、「沖縄における観光の推進と道路緑化」と題してシンポジウ
ムを開催し、観光リゾート地沖縄にふさわしい道路景観形成のための道路緑化のあり方とその形成・維持のための
官民協働のあり方について意見交換するとともに、その再生と維持管理に関して意見交換を行います。

沖縄における観光の推進と道路緑化シンポジウム

プログラム

宮城 邦治（みやぎ くにはる）
沖縄国際大学
名誉教授
1949年（昭和24年）宜野湾市生まれ。九州大学大学院博
士課程単位取得、沖縄国際大学教授、同大学学生部長、
同大学国際交流センター所長を経て、現在沖縄国際大学
名誉教授。動物生態学が専門。宜野湾市立博物館館長
（2015年）、沖縄県環境影響評価審査会会長、沖縄県文
化財保護審議会委員を務めている。

山田 和司（やまだ かずし）
和歌山大学システム工学部
非常勤講師
1952年（昭和27年）高知県生まれ。東京農業大学農学部
造園学科を卒業、一般財団法人日本緑化センター常務理
事現職。工学博士、技術士（建設部門）。主に都市緑化ま
たは景観・公園計画等に関する調査・研究に従事。

前田 光幸（まえだ みつゆき）
一般財団法人沖縄観光コンベンションビューロー
専務理事
1959年（昭和34年）本部町生まれ。琉球大学法文学部法
制学科卒業、1983年沖縄県入庁。2011年沖縄県病院事
業局県立病院課長、2013年沖縄県文化観光スポーツ部
観光政策統括監、2015年沖縄県文化観光スポーツ部長
などを経て、2017年4月一般財団法人沖縄観光コンベン
ションビューロー参与就任、同年6月15日から現職。

小幡　宏（おばた ひろし）
内閣府沖縄総合事務局南部国道事務所
所長
1961年（昭和36年）山梨県生まれ。山梨大学工学部土木
工学科卒業、1984年建設省土木研究所採用。2010年関
東地方整備局道路部道路計画第一課課長補佐、2012年
関東地方整備局甲府河川国道事務所副所長、2015年水
管理・国土保全局防災課災害査定官を経て、2017年4月
から現職。

パ
ネ
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ス
ト

FAX：098-874-5301
宛先：（一社）沖縄しまたて協会

E-mail : ryokuka@shimatate.or.jp

13：00～13：10（10分） 主催者挨拶

14:10～14:25（15分） 休憩（舞台変え）

（一財）沖縄観光コンベンションビューロー会長　　平良　朝敬

東京都市大学環境学部特別教授　　涌井　史郎
13：10～14：10（60分） 基調講演

14：25～16：00（95分） パネルディスカッション

「沖縄における緑と観光 ～観光先進地と比較して～(仮題)」

テーマ：「沖縄における観光の推進と道路緑化」

※メールでお申込みの場合は、下記事項を記入の上送信下さい。
・団体名（フリガナ）／住所（市町村名まで）／電話番号／参加者氏名（フリガナ）

市・町・村



沖縄における
観光の推進と道路緑化本事業を進めるにあたっては、市民に事業内容の周知を適切に行います。

より適切に事業を進めるために、初年度工事箇所を「試行区」として位置づけ、下記の課題への対
応を行います。その検証結果を踏まえて、他の区間の工事を進めていきます。

　更新計画において提案された防草対策（歩道緑地帯：
シバの活用、中央分離帯：アレロパシー植物の活用）の試
行検証とこれを適切に維持するための管理内容の設定を
目的として、施工後のモニタリング調査を行い、これを分
析・評価することにより、管理内容の調整及び設定を行い
ます。

　更新計画において意図された、管理作業の効率化と管
理費用の軽減化に配慮した樹種選定や配植デザインの
効果について検証を行います。

　更新計画において、提案された花壇の花修景を、官民連
携手法を活用して実現することを目標として、その運用シ
ステムの構築を目的に、その手法の検討及び試行を行い、
官民の役割分担等の調整及び仕組みの設定を行います。

　更新計画において、提案されたグリーンインフラの排
水及び貯留施設としての適応性を検証することを目的と
して、その治水機能や給水機能等をモニタリングするこ
とにより、その効果を検証します。

防草対策の検証

試行対応課題

管理作業の効率化と
管理費用の軽減化の検証

花壇の花修景等への
官民連携手法の検証

グリーンインフラの
効果の検証

７７

1

2

3

4

発行・連絡先
内閣府 沖縄総合事務局 南部国道事務所 管理第二課

TEL：098-861-2336

ウェルカムロード（国道332号）の緑の再生・更新ウェルカムロード（国道332号）の緑の再生・更新

事業の進め方77

表２ 事業推進にあたっての課題と試行対応
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　管理目標は、景観や道路空間の安全確保の観点から以下のような目標像とします。

図８ 道路立面イメージ（高木ビロウ）

●ワイセイムラサキオモト
　　定期的に道路に伸長した枝葉を剪定します。

●セントオーガスチングラス
　　年3～4回刈込みを行います。

写真5 高木（ヤシ類）の管理
（古い葉を剪定し葉の落下を抑制）

写真6 低木類の管理
（刈込剪定により樹形を整姿）

写真7 支柱の設置
（風等による倒木等を防止）

（１）草花のデザイン
①立体的で彩りのある配植とします
　　花の背丈を考慮した立体的な配植とし、一年を通
じてデザイン性の高い彩りある花壇を演出します。
また、地域のフラワーデザインの専門家等の協力を
視野に入れて、質の高い演出を目指します。
②維持管理費を抑えた植物構成とします
　　宿根草やカラーリーフを組み合わせて、植替え手
間を軽減し、維持管理費を抑えます（写真4）。

写真4 道路の花壇の例（群馬県）
宿根草や一年草を組み合わせて、華やかに

見せつつも管理の低減を図った植栽デザイン。

図７ 当該地における雨水の活用案

図６ 官民連携による体制

国道332号線の緑地は、良好な
景観を形成する緑であるだけでな
く、持続的な水管理として、降雨の
一時貯留など、大雨時の治水機能を
有するとともに、地下水の涵養や植
栽樹木へ水分を供給する給水装置
としても機能を有するなど、グリー
ンインフラとしての機能も付帯する
よう整備します。

5 6新たな試み5 管理・育成の考え方6
官民連携による花壇の演出5－１ 管理目標イメージ6－１

管理・育生の考え方6－2

留意事項6－3
緑地帯のグリーンインフラとしての機能の付帯5－2

（２）官民連携体制
　　官民が連携して花壇の整備・管
理に関われる仕組みをつくり、地
域の多様な主体が関われる場を
創出します。

■ グリーンインフラ
自然の持つ多様な機能や安定性を活用したインフラや土地利用を、グリーンインフラストラクチャーという。

植栽帯 車 道歩 道

排水用
穴あき排水管

植栽地への給水のための
穴あき排水管

砕石を活用した
雨水貯留槽

樹種の形状や生育の特性を踏まえて、次のように管理を行います。

　管理を行う上で、次の留意事項があります。

●ビロウ、トックリヤシモドキ
　枯れ葉を定期的に除去します。

●コバノサンダンカ、ブッソウゲ
　年に2回程度樹形を整える為の基本剪定を行
うとともに、花芽の形成を促進させるために枝
抜き剪定を行います。

●コバノサンダンカ、ブッソウゲ
　開花を持続するために、定期的に施肥を行います。

●支柱
　強風に対応するため常設とし、５年毎に状況
の確認・補修を行います。

●ビロウ、トックリヤシモドキ
　ビロウのようなヤシ類は、成長点が頂部のみ
であるため、一般的な樹木のように剪定して樹
高を抑制する事ができません。このため、安全が
確保できない樹高に達した時点で更新すること
とします。

● 草丈10cm程度を維持します。

セントオーガスチングラス
● 景観や安全の観点から最大樹高を
　 15ｍとします。

高木（ビロウ）
● 低木は、次のような高さとします。
　 ブッソウゲ…………100cm～150cm
　 コバノサンダンカ…60cm 

低木（コバノサンダンカ・ブッソウゲ）

●ネーミングライツやクラウドファンディングに
　よる出資
●企業の社会貢献活動による花壇整備や清掃活動

●管理運営の仕組みづくり
●民間や企業が参加しやすい場づくりや調整

● クラウドファンディングによる出資
● ボランティア活動による維持管理への参加

企 業

市 民

行政・公益団体
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　観光立県を目指す沖縄県では、風土豊かで
美しい道路景観を創る緑化の役割は大きいも
のがあります。
　国道 332 号は、那覇空港を起点として、市
街地に接続することから、来訪者が空港から
出て最初に見る沖縄の道路景観であり、沖縄
のウェルカムロードとして重要な路線です。
　また、良質な景観形成のほか、地域の都市
環境の向上等、多様な役割が期待されます。

図１ 対象路線（赤線部分）

表1 現状と課題

●景観形成上重要な高木に、樹形が崩れたものや伐採されたと
ころがあり、連続性や統一性に欠ける区間があります。
●特に、コバノナンヨウスギについては、強風による倒伏・枝
折れがみられ、樹形が崩れているものがみられます。
●高温多雨な条件下で、植物特に雑草の繁茂力が非常に高
いことにより、適切な管理が間に合わずに煩雑な印象を
与える時期があります。

写真1 景観の統一性に欠ける状況
（右手歩道部樹木の伐採や中央分離帯の樹木の樹形の乱れ）

写真 2 倒伏した樹木
（シロアリの食害や腐朽等により幹折れしたコバノナンヨウスギ）

（１）課題の整理
　国道332号の位置づけ、役割、街路樹等の現状を確認し、これを分析した結果、現状の課題
として、「ウェルカムロードとしての景観の再生」、「美しい景観を継続するために効率的な管理
が行いやすい配植」、「健全な緑地帯による快適な都市環境の形成」が整理されます。

１）ウェルカムロードとしての景観の再生
　沖縄のウェルカムロードとして、来訪者に沖縄らしい印象を与える質の高い道路景観を
形成することが望まれます。

２）美しい景観を継続するために効率的な管理が行いやすい配植
　美しい景観を継続するために、管理が容易な配植や樹形が崩れにくい樹種とすることが
望まれます。
　低木や地被類についても、防草効果や管理手間の低減を目指した配植デザインが望まれます。

３）健全な緑地帯による快適な都市環境の形成
　緑陰や美しい景観を創出するには、樹木が健全に生育する環境の形成が望まれます。
また、地域の都市環境を向上させるグリーンインフラとしての緑地帯の整備が望まれます。

国道332号の位置づけと役割11 課題33

現状22
景観形成の現状２－１

●植栽から30年以上経過し、樹木が大径木化するとともに、多く
の樹木に生育活力の低下が認められ、今後道路景観の質の低
下が懸念されます。
●当該地は、風環境が厳しく、特に台風等の自然気象により、
枝折れ、幹折れが発生するとともに、シロアリによる樹幹（心
材部）の食害や菌類の腐朽等により、道路交通の安全性の
低下が懸念されます。
●強風等による倒伏は、平成27年、平成28年で各1本ずつあ
り、安全面から見ても、重要な問題となっております。

街路樹の健全性の現状２－2

●維持管理費が限られているなか、植物の管理頻度は高く、
樹木は大径木化し、1本あたりの管理費が高まっている状
況にあります。また、樹形回復を行うには、現状以上に質の
高い管理を行う必要があるとともに、長期の時間を要する
ことから、それを実施することが困難な状況にあります。　
　

管理の状況２－3

項　　目 現　　状 課 題

位置づけと
役割

○国道332号は、沖縄のウェルカムロードとし
て、質の高い景観形成が重要である。

○地域の環境形成や走行環境の向上に向けた
機能を発揮することが期待されている。

景観
○街路樹の連続性、統一性に欠けている。
○雑草等の繁茂力が非常に強いことにより、

煩雑な印象を与える時期がある

管理
○管理費が限られているなかで、高い管理頻

度を求められている。
○樹木が大径木化し、1本あたりの管理費が

年々増大している。

健全性

○整備後30年が経過し、健全性が低下してい
る樹木が発生している。

○強風の影響で、枝折れ、倒伏等が発生し、安
全性の低下が懸念される。

○コバノナンヨウスギは、シロアリによる食害等
があり、内部が空洞になっている個体もある。

ウェルカムロードと
しての景観の再生

美しい景観を継続
するために効率的
な管理が行いやす
い配植

健全な緑地帯によ
る快適な都市環境
の形成

（２）課題の内容

ゆいレール

那覇
西道
路

壺川

奥武山公園

那覇空港

旭橋

県庁前

陸上自衛隊
那覇駐屯地

那覇空港

国道332号

写真3 景観に不調和な樹木
（枝折れや変形により樹形が崩れている）

シロアリ食害で空洞になっている。

対象路線
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間を軽減し、維持管理費を抑えます（写真4）。

写真4 道路の花壇の例（群馬県）
宿根草や一年草を組み合わせて、華やかに

見せつつも管理の低減を図った植栽デザイン。

図７ 当該地における雨水の活用案

図６ 官民連携による体制

国道332号線の緑地は、良好な
景観を形成する緑であるだけでな
く、持続的な水管理として、降雨の
一時貯留など、大雨時の治水機能を
有するとともに、地下水の涵養や植
栽樹木へ水分を供給する給水装置
としても機能を有するなど、グリー
ンインフラとしての機能も付帯する
よう整備します。

5 6新たな試み5 管理・育成の考え方6
官民連携による花壇の演出5－１ 管理目標イメージ6－１

管理・育生の考え方6－2

留意事項6－3
緑地帯のグリーンインフラとしての機能の付帯5－2

（２）官民連携体制
　　官民が連携して花壇の整備・管
理に関われる仕組みをつくり、地
域の多様な主体が関われる場を
創出します。

■ グリーンインフラ
自然の持つ多様な機能や安定性を活用したインフラや土地利用を、グリーンインフラストラクチャーという。

植栽帯 車 道歩 道

排水用
穴あき排水管

植栽地への給水のための
穴あき排水管

砕石を活用した
雨水貯留槽

樹種の形状や生育の特性を踏まえて、次のように管理を行います。

　管理を行う上で、次の留意事項があります。

●ビロウ、トックリヤシモドキ
　枯れ葉を定期的に除去します。

●コバノサンダンカ、ブッソウゲ
　年に2回程度樹形を整える為の基本剪定を行
うとともに、花芽の形成を促進させるために枝
抜き剪定を行います。

●コバノサンダンカ、ブッソウゲ
開花を持続するために、定期的に施肥を行います。

●支柱
強風に対応するため常設とし、５年毎に状況

の確認・補修を行います。

●ビロウ、トックリヤシモドキ
ビロウのようなヤシ類は、成長点が頂部のみ

であるため、一般的な樹木のように剪定して樹
高を抑制する事ができません。このため、安全が
確保できない樹高に達した時点で更新すること
とします。

● 草丈10cm程度を維持します。

セントオーガスチングラス
● 景観や安全の観点から最大樹高を
　 15ｍとします。

高木（ビロウ）
● 低木は、次のような高さとします。

ブッソウゲ…………100cm～150cm
コバノサンダンカ…60cm 

低木（コバノサンダンカ・ブッソウゲ）

●ネーミングライツやクラウドファンディングに
　よる出資
●企業の社会貢献活動による花壇整備や清掃活動

●管理運営の仕組みづくり
●民間や企業が参加しやすい場づくりや調整

● クラウドファンディングによる出資
● ボランティア活動による維持管理への参加

企 業

市 民

行政・公益団体
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歩道部

中央分離帯

中央分離帯

図３ 歩道部立面イメージ（主木：ビロウ）

図４ 中央分離帯立面イメージ（主木：トックリヤシモドキ）

セントオーガスチングラス

図５ 平面イメージ（主木：ビロウ、トックリヤシモドキ）

１０ｍ

５ｍ

０ｍ

１０ｍ

５ｍ

０ｍ

道路緑化は、道路交通の安全性と快適性を高めるとともに、
沿道環境と一体となって良好な道路景観を創り・育てていくこ
とが重要です。
本国道の緑化は、「沖縄への期待が高まる緑」として、沖縄の
ウェルカムロードらしい道路景観を再生・更新します。

方　針

基本的考え方

沖縄のウェルカムロードとして
「沖縄への期待が高まる緑」へ

再生・更新する

図２ 基本的考え方

１
方 針

方 針

沖縄のウェルカムロードとして“沖縄ら
しさ”を強調する景観の再生を行う。

良好な景観と適正な管理が継続する
配植デザインとする。

①観光地としてのインパクトを与える景観構成と
する。

②沖縄のイメージを彷彿させる樹種構成とする。

①車利用者の視線移動に留意したシンプルな植
栽構成とする。

②管理作業の効率化や草刈等が軽減される配植
デザインとする。

環境の健全性を確保する植栽基盤等
の整備や管理を行う。

①植物の健全性と根系の十分な生育を確保する
植栽基盤を整備する。

②グリーンインフラとして、環境調節機能等を植
栽帯に付帯させる。

ビロウは、景観的なまとまりと
ともに強風に耐えられるよう
に３本立とします。

コバノサンダンカとブッソウゲを
組み合わせて通年、沖縄らしい
花を楽しめる植込とします。

歩道側の緑地帯は、セントオーガスチングラス（芝）を敷き
詰め、開放的な美しい空間を形成します。

中央分離帯の端部や交通島に花壇を配置し、宿根草や一年
草を用いて、修景効果を高めます。

表面水の一時貯留機能を高めるとともに植栽の水分供給を
補完するための浸透桝（グリーンインフラ）を整備します。

ビロウ コバノサンダンカ（橙） ブッソウゲ（赤）

ワイセイムラサキオモト トックリヤシモドキ

ワイセイムラサキオモトを密
植して、防草効果を高める。

ビロウの根元は、防草効果に留意し
てセントオーガスチングラス（芝）だ
けとし、地際を見せ、ビロウの樹形
の美しさを引き立たせます。

44

再生・更新の考え方と再生イメージ44

歩道部

歩道部

3

2
方 針









プログラム 内容 時間 場所 申込

1 局長室へようこそ！
・局長室の訪問、写真撮影等
・一日こども局長になって局幹部と意見交換

11：00～11：30
14：00～14：30

【2号館】
6階局長室、特別会
議室

必要

2
屋上から那覇新都心を見渡してみよう！
～那覇新都心の移りかわり～

屋上見学、パネル 10：00～10：30
【2号館】
屋上

必要

おこづかいゲームやクイズなど。
「じぶん」のお金について学ぼう！

10：00～11：00

タブレットで国の予算をシミュレーション、クイズなど。
「みんな」のお金について学ぼう！

14：00～15：00

農産物（パインアップル等）・パネルの展示、黒糖か
ち割体験、さとうきび収穫機(ハーベスタ)の展示 等

10：00～16：00
【2号館】
１階行政情報プラザ
（一部、西駐車場（屋外））

不要

フラワーアレンジメントミニ教室
11:00～12:00
13:00～14:00

【2号館】
１階行政情報プラザ

必要

飼料であるラップサイレージの落書きコーナー 10：00～16：00 快適空間（屋外）
　※雨天中止

不要

バター作り体験、畜産に関するパネル展示（バター
作り体験のみ要申込）

11:00～11：50
12:00～12：50
13:00～13：50
14:00～14：50

【1号館】
１階フリースペース

必要

6 学ぼう。「水」のこと、「むら」のこと。
お米などのパネル展示、もみすり体験、農山漁村体
験のＤＶＤ上映　等

10：00～16：00
【1号館】
2階大会議室

不要

7 食中毒から身を守ろう！

どうして食中毒になるのか、食中毒を起こすとどうな
るのか、どのように食中毒から身を守るのかなどにつ
いて、パネル展示や紙芝居、手洗い実験などを通し
て楽しく学びます。

10：00～16：00
【1号館】
2階大会議室

不要

8 森と海からのおくりもの
木製品等を活用した森と海のクイズ、パネル展示
等

10：00～16：00
【1号館】
2階大会議室

不要

9
知っている？沖縄の農業
-クイズに答えてみよう-

沖縄の農業について、統計データを用いて、簡単な
クイズ形式で紹介

10：00～16：00
【1号館】
2階大会議室

不要

10
けんぞう君といっしょに遊びながら学ぼう
”食育”

食育ＳＡＴシステムや県栄養士会による栄養指導や
島野菜の名前当てクイズ　など

10：00～16：00
【2号館】
1階行政情報プラザ

不要

11 ロボットプログラミング体験
簡単なプログラミングをすることで、ロボットを動かし、
迷路をクリアしよう！

10:00～16:00
【1号館】
2階大会議室

不要

12
「紅型」手染め体験！
～世界でひとつのオリジナルトートバックを
つくろう！～

沖縄の伝統的工芸品である「琉球びんがた」の染め
体験（トートバック製作）をしてもらい、伝統的工芸品
をより身近に感じてもらう。

10:30～12：00
13：00～14：30
14:30～16:00

【1号館】
2階大会議室

必要

13
シャーベットアイスを体験しよう！
～新鮮なお魚が届くまで～

水産物を海外輸出する際の鮮度保持について紹
介。
・なぜ、魚を冷やしておくと鮮度維持が出来るのか
・過冷却とは　等
見て、触れて、食べて学べる内容。

・体験以外
10:00～16:00
・体験
11:00～11:40
15：00～15：40

【1号館】
2階大会議室

体験
のみ
必要

14 電力量計に関する展示・DVD

・電力量計の概要がわかるDVD上映（日電検紹介
DVD）
・電力量計（電力分及び子メーター）のチラシ配布
・電力量計展示（機械式及びスマートメーター予定）
・電力量計負荷シミュレーションパネルの展示
・ペットボトルエコライト工作

・工作以外
10:00～16:00
・工作
11:00～12:00
13:00～14:00
14:00～15:00

【2号館】
10階会議室

工作
のみ
必要

3 お財布の中身、知っていますか？
【2号館】
10階研修室兼会議室 必要

5
牛さんから何ができるのかなー？
～バターをつくろう！～

4

来て、見て、食べて、学ぼう！沖縄の農産
物
～沖縄の花を使ったフラワーアレンジメン
トミニ教室～



プログラム 内容 時間 場所 申込

エネルギーの大切さがわかりやすく学習できる説明
及びエネルギーを体感できるような体験学習を取り
入れ、エネルギーに対する意識啓発を図る。（風車
の製作、自転車発電等）

11:00～11:30
15：00～15：30 必要

・家庭部門における省エネ促進として省エネへの理
解を深めるため、親子対象に、省エネに関するパネ
ル展を実施する。

10：00～16：00 不要

16 港湾や空港の紹介
・港湾や空港に関するパネル展示
・地盤液状化現象の実験、紙飛行機つくり、船の塗り
絵

10：00～16：00
【2号館】
１階AB会議室

不要

17 災害対策用機械の紹介
災害が発生した際に現場に出動し、安全確保及び
復旧作業を行う機械の紹介

10：00～16：00 西駐車場（屋外） 不要

18

19 地球にやさしい自動車大集合

最新鋭の地球にやさしい自動車（ハイブリット、クリー
ンディーゼル、電気自動車、超小型モビリティなど）
をご紹介します。
超小型モビリティの展示や同乗体験を実施します。

10:00～15:00 西側駐車場

不要
（※
先着
順）

20
自動車の安全を学ぼう
（自動車事故対策機構沖縄支所）

・自動車アセスメントによる自動車の安全性能評価と
チャイルドシートの安全性能評価等をパンフレット、
パネル、試験映像等を使って紹介します。
・ＮＡＳＶＡが行っている自動車事故被害者支援の
取組を紹介します。
・プロドライバーが受ける適性診断の体験受診ができ
ます。

10:00～16:00
【2号館】
1階AB会議室

不要

21
海上保安庁　業務体験
（那覇海上保安部）

・ロープワーク実習
・海上保安庁業務説明（パンフレット・DVD上映）
・海上保安庁制服試着
・環境パネル展

10:00～11:00
13:00～16:00

【2号館】
２階Ｃ会議室

不要

22
行政相談って、なんだろう？
(総務省沖縄行政評価事務所）

行政相談に関するクイズ、パネル展示
10:00～12:00
13:00～16:00

【1号館】
2階大会議室

不要

夏休み！にちぎん親子見学会
― にちぎんのお仕事紹介・体験、偽造防止技術の
紹介、支店見学、おつかいすごろくｹﾞｰﾑ等を行いま
す。

9：30～11：30 必要

・沖縄ゆかりの貨幣、紙幣や期間限定のパネルを展
示。
・各種体験（1億円模擬パックの重さ体験等）が可
能。
・お金に関するクイズや自由研究に役立つ資料等を
準備。

9：00～15：00 不要

23
お金の自由研究2017
～君も“お金はかせ”になろう！～
（日本銀行那覇支店）

日本銀行那覇支店
（那覇市おもろまち1丁目2−1）

バリアフリーって何だろう？
～体験してみよう！バリアフリー教室～

ノンステップバスを利用したバリアフリー体験を通して
バリアフリーについての理解を深めてもらう。
バリアフリー体験は、車いす・視覚障害・高齢者疑似
体験を行う

10:00～15:00
【2号館】
入口～玄関ホール前

不要

エネルギーに関する体験教室/省エネパ
ネル展

15
【2号館】
10階会議室



参加・申込み方法 

◎自由に見学できるプログラム 

  当日直接、下記までお越し下さい。 

内閣府沖縄総合事務局 

那覇市おもろまち 2-1-1 那覇第 2地方合同庁舎 2 号館 

 （※1階エントランスで受付を行います。） 

◎事前申込みが必要なプログラム 

メールに以下の事項を記入し、７月２０日（木）（必着）までにお申込みください。 

集合時間・場所は、返信メールでお知らせします。 

※申し込み多数の場合には、先着順とさせていただきます。 

  ※申込先アドレスから連絡しますので、受信できるよう設定をお願いします。 

＜ メール記載事項 ＞ 

①保護者（引率者）の氏名、電話番号

②本人（子ども）氏名、学年

③第１希望プログラム・開催時間（下記Ａ～Ｖより選択）

④第２希望プログラム・開催時間（ ” ） 

  プログラム 記号 時間 定員（引率者含む） 

1.局長室へようこそ Ａ 

Ｂ 

11:00～11:30 

14:00～14:30 

20 名 

20 名 

2.屋上から那覇新都心を見渡してみよう！ Ｃ 10:00～10:30 25 名 

3.お財布の中身、知っていますか？ 

(Ｄはおこづかいゲーム、Ｅは予算シミュレーション) 

Ｄ 

Ｅ 

10:00～11:00 

14:00～15:00 

20 名 

20 名 

4.来て、見て、食べて、学ぼう！沖縄

の農産物 

～沖縄の花を使ったフラワーアレンジメントミニ教室～ 

Ｆ 

Ｇ 

11:00～12:00 

13:00～14:00 

10 名 

10 名 

5.牛さんから何ができるのかなー？ 

～バターをつくろう！～ 

Ｈ 

Ｉ 

Ｊ 

Ｋ 

11:00～11:50 

12:00～12:50 

13:00～13:50 

14:00～14:50 

10 名（引率者除く） 

10 名（  〃  ） 

10 名（  〃  ） 

10 名（  〃  ） 

12.「紅型」手染め体験！

～世界でひとつのオリジナルトートバ

ックをつくろう！ 

Ｌ 

Ｍ 

Ｎ 

10:30～12:00 

13:00～14:30 

14:30～16:00 

20 名 

20 名 

20 名 

13.シャーベットアイスを体験しよ

う！～新鮮なお魚が届くまで～ 

Ｏ 

Ｐ 

11:00～11:40 

15:00～15:40 

20 名 

20 名 

14.電力量計に関する展示・ＤＶＤ Ｑ 

Ｒ 

Ｓ 

11：00～12：00 

13：00～14：00 

14：00～15：00 

10 名 

10 名 

10 名 

※駐車スペースに限りがあります。ご来場の際には、で

きる限り公共交通機関を御利用ください。 



  プログラム 記号 時間 定員（引率者含む） 

15.エネルギーに関する体験教室 Ｔ 

Ｕ 

11：00～11：30 

15：00～15：30 

20 名 

20 名 

23.（日本銀行那覇支店） 

― 夏休み！にちぎん親子見学会 ― 

Ｖ 9：30-11：30 20 名程度 

締切：7月 20 日（木）必着 

※子ども見学デーで取得作成した個人情報は適切に管理し、その業務目的以外の用途 

  に利用しません。 

※開催期間中、会場の様子や参加された方の様子を撮影し、沖縄総合事務局等のホーム

ページや広報誌上などに掲載させていただく場合がありますので、あらかじめ御了承を

お願いいたします。



沖縄総合事務局記者クラブへ貼り出し 

平成 29年 6月 30日 

～美ら島の未来を拓く～ 

内閣府沖縄総合事務局 

防犯灯・防犯カメラ等緊急 

整備事業補助金の第３次交付決定について 

 沖縄県内各市町村による防犯灯・防犯カメラの整備を支援し、県

民の安全・安心の確保を図るため、県内各市町村からの申請に基づ

き、以下のとおり、補助金交付決定を行うこととした。 

○ 平成２９年度予算額：１４．８億円

○ 交付先：那覇市を始めとする沖縄県内の 18 市町村
※この度申請のあった那覇市に加え、既に交付を行った各市町村からの追加整備

の要望も踏まえ交付決定。 

○ 交付決定額： １２１.８百万円 ９６３台 

防犯灯・街路灯： ９１.２百万円 ９１２台 

防犯カメラ ： ３０.６百万円  ５１台 
※台数は、現時点の申請台数であり、今後変更があり得る 

○ 交付決定日：６月３０日（金）

【本件問合せ先】 

沖縄総合事務局総務部安心・安全対策推進官室 

（担当 嘉陽田、池村、知念） 

電 話 ０９８－８６６－００６６ 

ＦＡＸ ０９８－８６６－１０００ 


